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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月14日(2011.12.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）ヘキサメチレンジアミンとアジピン酸から得られるヘキサメチレンアジパミド単
位（Ｎ６６）７０～８５質量％と、ヘキサメチレンジアミンとイソフタル酸から得られる
ヘキサメチレンイソフタルアミド単位（Ｎ６Ｉ）及びカプロアミド単位（Ｎ６）の繰返し
構造単位１５～３０質量％と、からなる３元共重合体であり、前記ヘキサメチレンイソフ
タルアミド単位と前記カプロアミド単位との配合質量比（Ｎ６１／Ｎ６）が１.０以上で
ある、共重合ポリアミド樹脂と、
　（Ｂ）含有する窒素原子数に対する炭素原子数の比（Ｃ／Ｎ）が７以上１２以下であり
、アミノカルボン酸及び／又はジアミンとジカルボン酸の組み合わせから得られ、かつ、
ＪＩＳ　Ｋ　６８１０に準じた９８％硫酸中濃度１％、２５℃で測定された相対粘度（η
ｒ）が２．０～２．５である、脂肪族ポリアミド樹脂（但し、ポリアミド６１０を除く）
と、
　（Ｃ）ガラス繊維と、を含み、
　前記（Ａ）成分と前記（Ｂ）成分の質量比（Ａ／Ｂ）が４０／６０～６０／４０であり
、
　前記（Ａ）成分と前記（Ｂ）成分との合計１００質量部に対して、前記（Ｃ）成分２０
～２５０質量部を含む、ポリアミド樹脂組成物。
【請求項２】
　前記（Ｂ）成分が、ポリアミド６１２又はポリアミド１２である、請求項１に記載のポ
リアミド樹脂組成物。
【請求項３】
　前記（Ｂ）成分が、ポリアミド６１２である、請求項１に記載のポリアミド樹脂組成物
。
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【請求項４】
　（Ｄ）前記（Ａ）成分の構造単位と、前記（Ｂ）成分の構造単位と、からなる４元共重
合体を、更に含む、請求項１～３のいずれか一項に記載のポリアミド樹脂組成物。
【請求項５】
　前記（Ｂ）成分が、ポリアミド６１２であり、
　前記（Ｄ）成分が、Ｎ６６、Ｎ６Ｉ、Ｎ６及びポリアミド６１２単位からなる４元共重
合体である、請求項４に記載のポリアミド樹脂組成物。
【請求項６】
　硫化亜鉛を、更に含む、請求項１～５のいずれかに一項に記載のポリアミド樹脂組成物
。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかに一項に記載のポリアミド樹脂組成物からなる成型体。
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